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合わせ柱梁接合部

集成材／カラマツ／ E105-F300 ／柱 2-105 × 600・梁 180 × 600 ／接合具なし

J-8

● 姿図・寸法

【使用材料】

柱　2-105mm × 600mm、梁　180mm × 600mm

いずれもカラマツ E105-F300

接合具　なし

● 適用条件
　―
● 概要
　2 枚の合わせ柱と 1 枚の梁からなる合わせ柱型の接合部である。接合部パネルゾーンは 600 × 600mm

の部分を柱 - 梁の各接合面で 45mm 切り欠いた。
● 接合具（メーカー、入手方法等）
―
● 問い合わせ先 URL　
　東大農学部木質材料学研究室　03-5841-5253
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● 理論式
木質構造接合部設計マニュアルに従い、各接合要素（接合具の 2 面せん断、相欠きによる柱 - 梁界面のめ

り込み）による接合部のモーメント抵抗特性値を求め、両者を足し合わせることで接合部全体の特性値を算

出する。接合具の場合は、まず 1 本あたりのせん断抵抗特性値を求めてから、回転中心からの距離を乗じ

たものの総和により接合部のモーメント抵抗特性値を求める。
● 計算式

：1 接合要素の接合部回転剛性 
：1 接合要素の接合部降伏回転角
：1 接合要素の接合部終局モーメント
：接合部全体での回転剛性
：接合部全体での降伏モーメント
：接合部全体での降伏回転角
：接合部全体での終局モーメント
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● モデル化
仕様 4　接合具なし（柱梁界面のめり込み抵抗のみ）

● 特性値

 

中心ボルト

実際の回転中心

パネルゾーン中心

上部めり込み

端部めり込み

梁

柱

めり込みによる変形

P

K θ M max M y θ y  M u θ u

(kNm/rad) (kNm) (kNm) (×10-3rad) (kNm) (×10-3rad)

1 4825 141 72 18.1 123 154

2 4557 132 68 15.0 110 151

3 5691 113 61 10.7 99 97.1

Ave. 5024 129 67 14.6 111 134

S.D. 484 12 5 3.0 9 26

なし
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● 荷重変形

● 破壊性状
・木口接触面でのめり込み。パネルゾーン中心のボルトのせん断変形。

	 パネルゾーン（なし -2）	 中心ボルトの変形（なし -2）
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